
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2012

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

「第

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

シンポジウムというと、研究者だけが

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

す。荒尾

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

思います。

また、

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。

ラムサール市⺠だより
荒尾⼲潟・東よか⼲潟・肥前⿅島⼲潟

 

「アジア湿地シンポジウム（

2012 年に熊本県の荒尾干潟が、

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

「第 8 回アジア湿地シンポジウム（

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

シンポジウムというと、研究者だけが

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

す。荒尾市の高校生、

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

思います。 

また、11 月 11

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。

ラムサール市⺠だより
荒尾⼲潟・東よか⼲潟・肥前⿅島⼲潟

 

アジア湿地シンポジウム（

年に熊本県の荒尾干潟が、

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

回アジア湿地シンポジウム（

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

シンポジウムというと、研究者だけが

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

の高校生、佐賀市

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

11 日（土）午前

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。

ラムサール市⺠だより
荒尾⼲潟・東よか⼲潟・肥前⿅島⼲潟

 

アジア湿地シンポジウム（

年に熊本県の荒尾干潟が、2015

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

回アジア湿地シンポジウム（AWS

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

シンポジウムというと、研究者だけが

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

佐賀市久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

日（土）午前 10 時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。

ラムサール市⺠だより
荒尾⼲潟・東よか⼲潟・肥前⿅島⼲潟

NPO 法人有明海ぐるりんネット代表理事

アジア湿地シンポジウム

■期日：平成

■場所：佐賀市

■主催：環境省、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、日本湿地学会

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、

荒尾市、国際湖沼環境委員会、

ウェットランド・リンク・インターナショナル・アジア

■HP：http://aws2017.org/jp/index.html

 

アジア湿地シンポジウム（AWS

2015 年には佐賀県の東よか干潟・肥前鹿島干潟の

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

AWS）２０１７」が

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

シンポジウムというと、研究者だけが集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。

ラムサール市⺠だより
荒尾⼲潟・東よか⼲潟・肥前⿅島⼲潟

法人有明海ぐるりんネット代表理事

AWS

アジア湿地シンポジウム

■期日：平成 29 年 11

■場所：佐賀市 ホテルグランデはがくれ、東与賀文化ホール

■主催：環境省、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、日本湿地学会

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、

荒尾市、国際湖沼環境委員会、

ウェットランド・リンク・インターナショナル・アジア

http://aws2017.org/jp/index.html

AWS）2017

年には佐賀県の東よか干潟・肥前鹿島干潟の

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

）２０１７」が 11

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。

ラムサール市⺠だより 
荒尾⼲潟・東よか⼲潟・肥前⿅島⼲潟 

法人有明海ぐるりんネット代表理事

AWS 現地実行委員会委員長

アジア湿地シンポジウム（AWS

11 月 7 日（火）～

ホテルグランデはがくれ、東与賀文化ホール

■主催：環境省、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、日本湿地学会

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、

荒尾市、国際湖沼環境委員会、

ウェットランド・リンク・インターナショナル・アジア

http://aws2017.org/jp/index.html

2017」が佐賀市で開催されます

年には佐賀県の東よか干潟・肥前鹿島干潟の

次いでラムサール条約湿地に登録されました。登録を契機に、3 つの地元では市役所と市民団体との連携

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

により、アジアの湿地の管理に携わるさまざまな国、地方政府、NGO

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

11 月 7 日から

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。

集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。
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AWS）2017

日（火）～11 日（土）

ホテルグランデはがくれ、東与賀文化ホール

■主催：環境省、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、日本湿地学会

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、

荒尾市、国際湖沼環境委員会、 

ウェットランド・リンク・インターナショナル・アジア

http://aws2017.org/jp/index.html 

が佐賀市で開催されます

年には佐賀県の東よか干潟・肥前鹿島干潟の

つの地元では市役所と市民団体との連携

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

NGO、科学者、企業、地域の人々に情

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

日から 11 日まで佐賀市のグランデは

がくれと東与賀文化ホールふれあい館で開催されることになりました。 

集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。
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軍治 

法人有明海ぐるりんネット代表理事 

現地実行委員会委員長 

2017 

日（土） 

ホテルグランデはがくれ、東与賀文化ホール

■主催：環境省、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、日本湿地学会

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、

ウェットランド・リンク・インターナショナル・アジア

 

が佐賀市で開催されます

年には佐賀県の東よか干潟・肥前鹿島干潟の 2 つの干潟が相

つの地元では市役所と市民団体との連携

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

、科学者、企業、地域の人々に情

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

日まで佐賀市のグランデは

集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

した。アジアの湿地で活動する人々と意見を交わすことができる貴重な場です。初日の 11 月

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

いう同じ目標に向かって活動する仲間たちの話を聞く良い機会です。是非ご参加ください。 
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が佐賀市で開催されます 

つの干潟が相

つの地元では市役所と市民団体との連携

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

、科学者、企業、地域の人々に情

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

日まで佐賀市のグランデは

集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

月 7 日（火）

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

 

29 年 9 月発行
環有明海ラムサール市民だより

実行委員会
荒尾干潟保全・賢明利活用協議会 (熊本県荒尾市

         (佐賀県佐賀市

               (佐賀県鹿島市

荒尾市環境保全課、佐賀市環境政策課、

鹿島市ラムサール条約推進室 

東与賀まちづくり協議会
回発行・各施設にて配布・PDF 配信

■主催：環境省、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、日本湿地学会 

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、

つの干潟が相

つの地元では市役所と市民団体との連携

により、登録干潟を活かした多くのイベントが開催されています。その一環として、多くの関係者の努力

、科学者、企業、地域の人々に情

報共有や議論の場を提供し、課題の解決に向けて協働するプラットフォームを創り出すことを目標として

日まで佐賀市のグランデは

集まって難しい議論をする場所と思われがちですが、湿地シンポ

ジウムは、科学者だけでなく、自治体職員、市民団体なども参加して幅広く議論し、課題解決を探る場で

久保田町の中学生なども英語で発表するポスター部門に応募し、採択されま

日（火）

午前の基調講演と午後の有明海セッションには同時通訳が付きますので十分に理解することができると

時からは佐賀市立東与賀文化ホールで、アジア湿地シンポジウム関

連行事として佐賀市主催の公開シンポジウムが開催されます。「干潟を活かして地域を活性化したい」と

月発行 
環有明海ラムサール市民だより 

実行委員会  
熊本県荒尾市) 

佐賀県佐賀市) 

佐賀県鹿島市) 

荒尾市環境保全課、佐賀市環境政策課、 

東与賀まちづくり協議会 
配信 

「
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

っ
て

何
？

」
と

思
っ

た
方

は
、

各
登

録
湿

地
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
ま

た
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.e
n

v
.g

o
.jp

/
n

a
tu

re
/
ra

m
s
a
r/

c
o
n

v
/
1

.h
tm

lを
チ

ェ
ッ

ク
し

て
ね

 

■共催：ラムサール条約東アジア地域センター、佐賀県、熊本県、佐賀市、鹿島市、 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●荒尾マジャク釣り大会

7

た。夏の日差しが厳しい中、県内外から約

参加がありました。筆を使ったマジャクとの駆け引き

はまさに真剣勝負で、巣穴からマジャクを釣りあげた

参加者の歓声が干潟に響いていました。参加者から、

「筆を使う独特の

いました」といった声が聞かれました。

●荒尾干潟の日

7

開催しました。荒尾市では、毎年

潟の日と定めており、その取組の一環としての開催で

す。

生きものを採集したあと、その生きものの名付け会を

行いました。

のを見つけることができました。その後、採集した生

きものの名前を、

熱心に調べていました。

生きものを探しています

●くまもと・みんなの川と海づくりデー

 海の日である

いました。熊本県では、ふるさとのきれいな川や海を

健全な姿で次世代へ継承していくために、川や海の県

内一斉清掃活動「くまもと・みんなの川と海づくりデ

ー」の取組を毎年行っており、その取組の一環として

行ったものです。一般の参加者のほか、企業、各種団

体から

回収を行いました。その結果、燃えるごみ

燃えないごみ

編集担当より

活動状況 

●荒尾マジャク釣り大会

7 月 22 日に荒尾マジャク釣り大会が開催されまし

た。夏の日差しが厳しい中、県内外から約

参加がありました。筆を使ったマジャクとの駆け引き

はまさに真剣勝負で、巣穴からマジャクを釣りあげた

参加者の歓声が干潟に響いていました。参加者から、

「筆を使う独特の

いました」といった声が聞かれました。

マジャク釣りの様子

●荒尾干潟の日

7 月 8 日に荒尾干潟で「干潟の生きもの観察会」を

開催しました。荒尾市では、毎年

潟の日と定めており、その取組の一環としての開催で

す。市内外から

生きものを採集したあと、その生きものの名付け会を

行いました。干潟ではカニや貝などたくさんの生きも

のを見つけることができました。その後、採集した生

きものの名前を、

熱心に調べていました。

生きものを探しています

くまもと・みんなの川と海づくりデー

海の日である

いました。熊本県では、ふるさとのきれいな川や海を

健全な姿で次世代へ継承していくために、川や海の県

内一斉清掃活動「くまもと・みんなの川と海づくりデ

ー」の取組を毎年行っており、その取組の一環として

行ったものです。一般の参加者のほか、企業、各種団

体から 500 人が集まり、海岸に漂着しているごみの

回収を行いました。その結果、燃えるごみ

燃えないごみ 300

清掃作業の様子
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はまさに真剣勝負で、巣穴からマジャクを釣りあげた
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「筆を使う独特の漁法は面白くて、夢中になってしま

いました」といった声が聞かれました。

 
マジャク釣りの様子 

●荒尾干潟の日 干潟の生きもの観察会

日に荒尾干潟で「干潟の生きもの観察会」を

開催しました。荒尾市では、毎年

潟の日と定めており、その取組の一環としての開催で

市内外から 100 人を超える参加があり、干潟の

生きものを採集したあと、その生きものの名付け会を

干潟ではカニや貝などたくさんの生きも
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講師の松浦先生に聞いたりし

 

 
名前を調べています

くまもと・みんなの川と海づくりデー

日に荒尾干潟の海岸清掃を行

いました。熊本県では、ふるさとのきれいな川や海を

健全な姿で次世代へ継承していくために、川や海の県

内一斉清掃活動「くまもと・みんなの川と海づくりデ

ー」の取組を毎年行っており、その取組の一環として
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人が集まり、海岸に漂着しているごみの

回収を行いました。その結果、燃えるごみ
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日に荒尾マジャク釣り大会が開催されまし

た。夏の日差しが厳しい中、県内外から約 900 人の

参加がありました。筆を使ったマジャクとの駆け引き

はまさに真剣勝負で、巣穴からマジャクを釣りあげた

参加者の歓声が干潟に響いていました。参加者から、

は面白くて、夢中になってしま

いました」といった声が聞かれました。 
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日に荒尾干潟で「干潟の生きもの観察会」を

月 3 日を荒尾干

潟の日と定めており、その取組の一環としての開催で

人を超える参加があり、干潟の

生きものを採集したあと、その生きものの名付け会を

干潟ではカニや貝などたくさんの生きも

のを見つけることができました。その後、採集した生

に聞いたりしながら
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日に荒尾干潟の海岸清掃を行

いました。熊本県では、ふるさとのきれいな川や海を

健全な姿で次世代へ継承していくために、川や海の県

内一斉清掃活動「くまもと・みんなの川と海づくりデ

ー」の取組を毎年行っており、その取組の一環として

行ったものです。一般の参加者のほか、企業、各種団

人が集まり、海岸に漂着しているごみの

回収を行いました。その結果、燃えるごみ 760 ㎏、

ました。 
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秋の渡りの時期になりました。
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 荒尾干潟がラムサール条約湿地に登録されて今年

で 5

のあり方を考えるイベントを開催します。

日時：平成

場所：荒尾総合文化センター

 

●KODOMO

 国内のラムサール条約湿地で活動している子ども

たちが荒尾に集まり、交流会を開催します。

日時：平成

場所：荒尾市働く女性の家（エポック・荒尾）
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はまさに真剣勝負で、巣穴からマジャクを釣りあげた

参加者の歓声が干潟に響いていました。参加者から、

は面白くて、夢中になってしま
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荒尾干潟ジュニアレンジャーの活動を

めました。主に荒尾市内の小学

人で構成しています。

木キッズクラブ」との交流事業で、荒尾干潟の生き

もの観察会を行いました。干潟には、多くの生きも

のがいて、子どもたちは干潟の泥で汚れながらも、

熱心に生きものを探していま

では生きものを見つけた時の歓声や、生きものに

れない子の悲鳴などがたくさん聞こえていました。

野鳥飛来状況

秋の渡りの時期になりました。

ようになってきた

バトの群れが見られます

月 22 日 

シロチドリ 22
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ソリハシシギ 23

月 27 日 
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ソリハシシギ 23

●ラムサール条約湿地登録

「荒尾干潟のこれまで、そして

荒尾干潟がラムサール条約湿地に登録されて今年

5 年になりました。それを記念し、今後の荒尾干潟

のあり方を考えるイベントを開催します。

日時：平成 29

 午後 1 時～午後

場所：荒尾総合文化センター

KODOMO 湿地交流会

国内のラムサール条約湿地で活動している子ども

たちが荒尾に集まり、交流会を開催します。

日時：平成 29

場所：荒尾市働く女性の家（エポック・荒尾）

干潟 

観察会・関連⾏事のお知らせ

荒尾干潟ジュニアレンジャーの活動を

めました。主に荒尾市内の小学

人で構成しています。

木キッズクラブ」との交流事業で、荒尾干潟の生き

もの観察会を行いました。干潟には、多くの生きも

のがいて、子どもたちは干潟の泥で汚れながらも、

熱心に生きものを探していま

では生きものを見つけた時の歓声や、生きものに

れない子の悲鳴などがたくさん聞こえていました。

今回の一枚 

野鳥飛来状況 

秋の渡りの時期になりました。

ようになってきたほか、海岸の松林から飛び出すアオ

バトの群れが見られます。
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では生きものを見つけた時の歓声や、生きものに

れない子の悲鳴などがたくさん聞こえていました。

 

 

秋の渡りの時期になりました。白いサギ類が目立つ

ほか、海岸の松林から飛び出すアオ

。 

メダイチドリ 5

  ダイゼン 9

キアシシギ 111

メダイチドリ 11

  ダイゼン 21

キアシシギ 89

●ラムサール条約湿地登録 5 周年記念イベント

「荒尾干潟のこれまで、そして未来へ

荒尾干潟がラムサール条約湿地に登録されて今年
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熱心に生きものを探していました。そのため、干潟

では生きものを見つけた時の歓声や、生きものに

れない子の悲鳴などがたくさん聞こえていました。
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木キッズクラブ」との交流事業で、荒尾干潟の生き
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のがいて、子どもたちは干潟の泥で汚れながらも、
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れない子の悲鳴などがたくさん聞こえていました。
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した。そのため、干潟

では生きものを見つけた時の歓声や、生きものに触

れない子の悲鳴などがたくさん聞こえていました。 
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やゴミが東よか干潟に押し寄せました。梅雨時期の豪

雨の後には毎年のように葦くず

年は流木が特に多いのが特徴でした。その後佐賀県や

漁業者の尽力により、

での美しい干潟の風景を望むことができるようになり

ました。今後回収した流木等の処分が急がれます。

一方、「今回の一枚」でも紹介しているとおり、大分

県の九重町との交流の際に

の被災風景を見ました。濁流にのまれた町や土砂に埋

まっている車など・・・。一刻も早い復旧と復興を祈

るばかりです。

活動状況

●干潟の生き物調査を実施中！

 東よか

ため、今年度は

ドを交えた市民調査を実施しています。

調査を終え

おなじみのヤベガワモチをはじめ、たくさんの絶滅

危惧種が生息している貴重な場所であることが分か

りました。

佐賀大学と佐賀自然史研究会との合同調査です。

7 月の九州北部豪雨の影響により、膨大な量の流木

やゴミが東よか干潟に押し寄せました。梅雨時期の豪

雨の後には毎年のように葦くず

年は流木が特に多いのが特徴でした。その後佐賀県や

漁業者の尽力により、

での美しい干潟の風景を望むことができるようになり

ました。今後回収した流木等の処分が急がれます。

一方、「今回の一枚」でも紹介しているとおり、大分

県の九重町との交流の際に

の被災風景を見ました。濁流にのまれた町や土砂に埋

まっている車など・・・。一刻も早い復旧と復興を祈

るばかりです。

活動状況 

東よか干潟にとっての脅威！

●干潟の生き物調査を実施中！

東よか干潟に生息する底生生物の現状を把握する

ため、今年度は

ドを交えた市民調査を実施しています。

調査を終え、次回

おなじみのヤベガワモチをはじめ、たくさんの絶滅

危惧種が生息している貴重な場所であることが分か

りました。 

佐賀大学と佐賀自然史研究会との合同調査です。

 

月の九州北部豪雨の影響により、膨大な量の流木

やゴミが東よか干潟に押し寄せました。梅雨時期の豪

雨の後には毎年のように葦くず

年は流木が特に多いのが特徴でした。その後佐賀県や

漁業者の尽力により、8 月末で撤去が完了し、これま

での美しい干潟の風景を望むことができるようになり

ました。今後回収した流木等の処分が急がれます。

一方、「今回の一枚」でも紹介しているとおり、大分

県の九重町との交流の際に

の被災風景を見ました。濁流にのまれた町や土砂に埋

まっている車など・・・。一刻も早い復旧と復興を祈

るばかりです。 

東よか干潟にとっての脅威！

●干潟の生き物調査を実施中！

干潟に生息する底生生物の現状を把握する

ため、今年度はラムサールクラブやボランティアガイ

ドを交えた市民調査を実施しています。

、次回 10 月の調査で

おなじみのヤベガワモチをはじめ、たくさんの絶滅

危惧種が生息している貴重な場所であることが分か

佐賀大学と佐賀自然史研究会との合同調査です。

月の九州北部豪雨の影響により、膨大な量の流木

やゴミが東よか干潟に押し寄せました。梅雨時期の豪

雨の後には毎年のように葦くず等が漂着しますが、今

年は流木が特に多いのが特徴でした。その後佐賀県や

月末で撤去が完了し、これま

での美しい干潟の風景を望むことができるようになり

ました。今後回収した流木等の処分が急がれます。

一方、「今回の一枚」でも紹介しているとおり、大分

県の九重町との交流の際に、高速道路から

の被災風景を見ました。濁流にのまれた町や土砂に埋

まっている車など・・・。一刻も早い復旧と復興を祈

東よか干潟にとっての脅威！ 

●干潟の生き物調査を実施中！ 

干潟に生息する底生生物の現状を把握する

ラムサールクラブやボランティアガイ

ドを交えた市民調査を実施しています。

月の調査で終了します。

おなじみのヤベガワモチをはじめ、たくさんの絶滅

危惧種が生息している貴重な場所であることが分か

佐賀大学と佐賀自然史研究会との合同調査です。

ヤベガワモチ

月の九州北部豪雨の影響により、膨大な量の流木

やゴミが東よか干潟に押し寄せました。梅雨時期の豪

等が漂着しますが、今

年は流木が特に多いのが特徴でした。その後佐賀県や

月末で撤去が完了し、これま

での美しい干潟の風景を望むことができるようになり

ました。今後回収した流木等の処分が急がれます。

一方、「今回の一枚」でも紹介しているとおり、大分

、高速道路から朝倉市周辺

の被災風景を見ました。濁流にのまれた町や土砂に埋

まっている車など・・・。一刻も早い復旧と復興を祈

干潟に生息する底生生物の現状を把握する

ラムサールクラブやボランティアガイ

ドを交えた市民調査を実施しています。5 月と 8 月の

終了します。 

おなじみのヤベガワモチをはじめ、たくさんの絶滅

危惧種が生息している貴重な場所であることが分か

佐賀大学と佐賀自然史研究会との合同調査です。

ヤベガワモチ 

野鳥飛来状況

うになりました、野鳥も季節を感じ、日一日と多く渡

来してきています。
ハマシギ１１３２羽、ダイゼン８２０羽、

バシギ

シシギ

シャクシギ、

ハシシギ８羽、

シシギ６羽、

キアシシギ１羽、

●野鳥観察会（日本野鳥の会）

日

 場

●夕暮れコンサート＆東よか干潟の十五夜を観る会

 日

 場

  

ンサートなど、干潟の景色と

●シチメンソウまつり開催

 日

 場

年恒例のシチメンソウまつりが開催されます。

観察会・関連⾏事のお知らせ

月の九州北部豪雨の影響により、膨大な量の流木

やゴミが東よか干潟に押し寄せました。梅雨時期の豪

等が漂着しますが、今

年は流木が特に多いのが特徴でした。その後佐賀県や

月末で撤去が完了し、これま

での美しい干潟の風景を望むことができるようになり

ました。今後回収した流木等の処分が急がれます。 

一方、「今回の一枚」でも紹介しているとおり、大分

朝倉市周辺

の被災風景を見ました。濁流にのまれた町や土砂に埋

まっている車など・・・。一刻も早い復旧と復興を祈

 

 

干潟に生息する底生生物の現状を把握する

ラムサールクラブやボランティアガイ

月の

おなじみのヤベガワモチをはじめ、たくさんの絶滅

危惧種が生息している貴重な場所であることが分か

佐賀大学と佐賀自然史研究会との合同調査です。 

 ８月１７日（木）東よか

ども１４名大人１０名）が参加し、大分県九重町タデ

原湿原の子ども達との交流を行いました。

 この交流は、昨年

か干潟を訪問したことを機に始まったものです。

 九重青少年

ブの活動報告のあと、ゲーム等をして交流を深めまし

た。そのあと長者原ビジターセンターに移り、地元の

特産物を使った「バーガー・盆団子」で昼食。タデ原

湿原を

ました。ここではタデ原湿原の成り立ちや野焼きによ

る草原の維持、貴重な

分かりやすく説明をして頂きました。野焼きには、子

どもたちも参加しているとのことでした。タデ原

では、草原の中にキスゲや、

イ、

野鳥飛来状況

うになりました、野鳥も季節を感じ、日一日と多く渡

来してきています。
ハマシギ１１３２羽、ダイゼン８２０羽、

バシギ１４２羽、シロチドリ１０５羽、メダイチドリ６１羽、

シシギ４４羽、ホウロクシギ３２羽、チュウシャクシギ３０羽、ダイ

シャクシギ、２２羽

ハシシギ８羽、アカアシシギ７羽、クロツラヘラサギ６羽、コアオア

シシギ６羽、ウズラシギ５羽

キアシシギ１羽、セイタカシギ１羽

●野鳥観察会（日本野鳥の会）

日 時 ①10 月

②11 月

場 所 東よか

●夕暮れコンサート＆東よか干潟の十五夜を観る会

日 時 9 月 30

場 所 東与賀

  琴の音を聞きながら

ンサートなど、干潟の景色と

シチメンソウまつり開催

日 時 １１月３日

場 所 東与賀干潟よか公園

国内最大の群生を誇る

年恒例のシチメンソウまつりが開催されます。

観察会・関連⾏事のお知らせ

今回の一枚 

８月１７日（木）東よか

ども１４名大人１０名）が参加し、大分県九重町タデ

原湿原の子ども達との交流を行いました。

この交流は、昨年

か干潟を訪問したことを機に始まったものです。

九重青少年の家に着き、お互いの湿地の紹介やクラ

ブの活動報告のあと、ゲーム等をして交流を深めまし

た。そのあと長者原ビジターセンターに移り、地元の

特産物を使った「バーガー・盆団子」で昼食。タデ原

湿原を子どもの

ました。ここではタデ原湿原の成り立ちや野焼きによ

る草原の維持、貴重な

分かりやすく説明をして頂きました。野焼きには、子

どもたちも参加しているとのことでした。タデ原

では、草原の中にキスゲや、

、ハンカイソウなどの花が咲いていまし

野鳥飛来状況 
立秋も過ぎやっと秋風を感じるよ

うになりました、野鳥も季節を感じ、日一日と多く渡

来してきています。（９月５日
ハマシギ１１３２羽、ダイゼン８２０羽、

１４２羽、シロチドリ１０５羽、メダイチドリ６１羽、

４４羽、ホウロクシギ３２羽、チュウシャクシギ３０羽、ダイ

２２羽、トウネン２１

アカアシシギ７羽、クロツラヘラサギ６羽、コアオア

ウズラシギ５羽、エリマキシギ２羽

セイタカシギ１羽

●野鳥観察会（日本野鳥の会）

月 22 日（日）

月 18 日（日）

東よか干潟（大授搦）東よか干潟展望台

●夕暮れコンサート＆東よか干潟の十五夜を観る会

30 日（土）１６：３０開場

東与賀町 干潟よか公園

琴の音を聞きながらお茶会や

ンサートなど、干潟の景色と

シチメンソウまつり開催 

１１月３日（金）～５日

東与賀干潟よか公園

国内最大の群生を誇るシチメンソウが紅葉するころに、毎

年恒例のシチメンソウまつりが開催されます。

観察会・関連⾏事のお知らせ

 

８月１７日（木）東よか干潟ラムサールクラブ（子

ども１４名大人１０名）が参加し、大分県九重町タデ

原湿原の子ども達との交流を行いました。

この交流は、昨年 11 月にタデ原の子ども達が東よ

か干潟を訪問したことを機に始まったものです。

の家に着き、お互いの湿地の紹介やクラ

ブの活動報告のあと、ゲーム等をして交流を深めまし

た。そのあと長者原ビジターセンターに移り、地元の

特産物を使った「バーガー・盆団子」で昼食。タデ原

子どものガイドさんの案内でゆっくり散策し

ました。ここではタデ原湿原の成り立ちや野焼きによ

る草原の維持、貴重な生き物を守る活動などについて

分かりやすく説明をして頂きました。野焼きには、子

どもたちも参加しているとのことでした。タデ原

では、草原の中にキスゲや、

ハンカイソウなどの花が咲いていまし

立秋も過ぎやっと秋風を感じるよ

うになりました、野鳥も季節を感じ、日一日と多く渡

（９月５日 満潮８：２４
ハマシギ１１３２羽、ダイゼン８２０羽、アオアシシギ５１８羽

１４２羽、シロチドリ１０５羽、メダイチドリ６１羽、

４４羽、ホウロクシギ３２羽、チュウシャクシギ３０羽、ダイ

トウネン２１羽、オグロシギ１２羽、オオソリ

アカアシシギ７羽、クロツラヘラサギ６羽、コアオア

エリマキシギ２羽、

セイタカシギ１羽 

●野鳥観察会（日本野鳥の会） 

日（日）9：00～ 

日（日）8：00～ 

干潟（大授搦）東よか干潟展望台

●夕暮れコンサート＆東よか干潟の十五夜を観る会

日（土）１６：３０開場

干潟よか公園 

お茶会や「若い音楽家」による

ンサートなど、干潟の景色と秋の夜長を楽しんで

～５日（日） 

東与賀干潟よか公園 

シチメンソウが紅葉するころに、毎

年恒例のシチメンソウまつりが開催されます。

観察会・関連⾏事のお知らせ 

干潟ラムサールクラブ（子

ども１４名大人１０名）が参加し、大分県九重町タデ

原湿原の子ども達との交流を行いました。

月にタデ原の子ども達が東よ

か干潟を訪問したことを機に始まったものです。

の家に着き、お互いの湿地の紹介やクラ

ブの活動報告のあと、ゲーム等をして交流を深めまし

た。そのあと長者原ビジターセンターに移り、地元の

特産物を使った「バーガー・盆団子」で昼食。タデ原

ガイドさんの案内でゆっくり散策し

ました。ここではタデ原湿原の成り立ちや野焼きによ

生き物を守る活動などについて

分かりやすく説明をして頂きました。野焼きには、子

どもたちも参加しているとのことでした。タデ原

では、草原の中にキスゲや、ノハナブショウ、ヒゴタ

ハンカイソウなどの花が咲いていまし

立秋も過ぎやっと秋風を感じるよ

うになりました、野鳥も季節を感じ、日一日と多く渡

満潮８：２４ 潮位５.４
アオアシシギ５１８羽

１４２羽、シロチドリ１０５羽、メダイチドリ６１羽、ソリハ

４４羽、ホウロクシギ３２羽、チュウシャクシギ３０羽、ダイ

羽、オグロシギ１２羽、オオソリ

アカアシシギ７羽、クロツラヘラサギ６羽、コアオア

、オオハシシギ２羽
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●夕暮れコンサート＆東よか干潟の十五夜を観る会 

日（土）１６：３０開場 

「若い音楽家」によるミニコ

秋の夜長を楽しんでください

 

シチメンソウが紅葉するころに、毎

年恒例のシチメンソウまつりが開催されます。 

干潟ラムサールクラブ（子

ども１４名大人１０名）が参加し、大分県九重町タデ
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た。そのあと長者原ビジターセンターに移り、地元の

特産物を使った「バーガー・盆団子」で昼食。タデ原

ガイドさんの案内でゆっくり散策し

ました。ここではタデ原湿原の成り立ちや野焼きによ

生き物を守る活動などについて

分かりやすく説明をして頂きました。野焼きには、子

どもたちも参加しているとのことでした。タデ原湿原

ノハナブショウ、ヒゴタ
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立秋も過ぎやっと秋風を感じるよ
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特産物を使った「バーガー・盆団子」で昼食。タデ原

ガイドさんの案内でゆっくり散策し

ました。ここではタデ原湿原の成り立ちや野焼きによ
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●ウナギ塚生息調査

今年

にて生物調査を実施しています。ウナギはもちろんの

こと、ハゼクチやユビナガスジ

エビ、タカノケフサイソガニ等、

多種多様な生物を確認できます。

2 ヵ月に一度実施しており、

次回は

ます。

●こどもラムサール観察隊

８月

一番大きい河川である「中川

流まで

上流の
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